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 ● あゆみ
　JDS 宮崎支部の活動は、「宮崎小鳩会」
として 1972 年（昭和 47 年）に発足して
から 46 年となります。発足当初は、ダウ
ン症という言葉自体がまだ知られていない
時代で、医者のカウンセリングを活動の中
心とし、親同士のコミュニケーションの場
として活動していたそうです。
　私自身が小鳩会の活動に参加するように
なったのは、1992 年（平成 4 年）からです。
特別支援学校に勤めていた私にダウン症の
ある娘がいるということで、「本人部会を担
当してほしい」との依頼を受け、活動に参
加するようになりました。

 ● 活 動
　本人部会は、月 1 回、本人と親、そして
学生ボランティアのみなさんと共に、音楽
活動を中心に実施することにしました。学
生ボランティアは、宮崎大学の学生さんた
ちが代々引き継いでくださって参加してく
れています。
　この活動は 25 年ほど続いていますので、
若干知名度も上がってきて（？）、毎年、宮
崎市の福祉祭りではステージに上がらせて
いただいています。また、同じ障がい者団
体が実施されている「わたぼうしコンサー

ト」にも、準レギュラー（？）として 2 〜
3 年に 1 回のペースで参加しています。舞
台上での彼らは、非常に生き生きと活動し
てくれています。
　音楽活動とともにもう一つの柱としてい
るのが、「自分たちにできる社会奉仕活動を
しよう」ということです。重度の身体障が
い者施設へ出かけていき、一緒に音楽活動
を行うボランティアを始めました。
　現在、7 年目となります。回を重ねるた
びに、彼らの世話好きの本領を発揮し、自
然な形での交流活動を行うことができるよ
うになってきました。
　そのほか、本人の将来の自立を考え、宿
泊訓練を毎年、青少年自然の家を利用して
実施しています。親元を離れ、学生ボラン
ティアのみなさんと一緒に、自然の家での
活動を楽しんでいます。お互いに協力しな
がら、また、楽しみながら、活動できるよ
うになりました。
　宮崎支部の問題点としては、新規の加入
者が極端に少ないこと。活動内容が時代の
ニーズに合わないところもあるのかもしれ
ませんが、当の本人たちは支部の行事を心
待ちにしているようです。この会が長く続
くことを祈って、親同士協力して頑張って
いるところです。【本人部会担当：西田 隆行】

「世界ダウン症の日」を記念してパークゴルフ大会を開催

◆ 支部長：河野 幸榮
◆ 支部会員：27 家族、準会員 9 家族
◆ 設立：1972 年（昭和 47 年）
◆ ご本人の年齢：18 歳〜 53 歳
◆ 対象地域：宮崎県全域
◆ 連絡先：
　TEL・FAX 0985-56-5063（西田）
   takayuki807jp@yahoo.co.jp
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